
 
         

２
日
間
７
５
０
名 

来
校
！ 

十
一
月
八
日
・
九
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
オ
ー
プ
ン
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、
２
日

間
で
約
７
５
０
名
の
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。 

中
学
生
・
保
護
者
と
も
熱
心

に
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
や
単
位

制
・
入
試
制
度
の
説
明
に
耳
を

傾
け
た
。
ま
た
第
２
部
で
は
本

校
の
授
業
の
様
子
や
施
設
の

見
学
、
第
３
部
で
は
推
薦
入
試

問
題
の
解
説
、
部
活
動
体
験
・

見
学
に
多
数
の
中
学
生
や
保

護
者
が
参
加
し
た
。 

         

来
校
し
た
中
学
生
は
、
「
今
日
の
体
験
を
得

て
、
加
古
北
へ
行
き
た
い
と
い
う
意
志
が
強
く

な
っ
た
。
」「
も
っ
と
頑
張
っ
て
加
古
北
を
目
指

そ
う
と
思
っ
た
。
」
と
感
想
を
述
べ
た
。 

保
護
者
は
、
「
は
じ
め
て
の
子
の
受
験
で
、

単
位
制
や
総
合
学
科
な
ど
の
言
葉
や
制
度
が

わ
か
ら
ず
、
今
ま
で
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
気

分
で
し
た
が
、
よ
く
わ
か
る
説
明
が
聞
け
て
、 

参
加
し
て
本
当
に
よ
か 

っ
た
」
。 

中
学
の
先
生
は
、「
卒 

業
生
の
生
き
生
き
と
勉 

強
す
る
姿
を
見
て
安
心 

し
た
」
等
の
意
見
を
も 

ら
っ
た
。 

   

五
日
、
英
語
科
公
開
授
業
が
実
施
さ
れ
た
。

本
校
英
語
科
小
林
先
生
、
生
田
先
生
の
公
開
授

業
の
後
、
京
都
教
育
大
学
教
授
の
泉
惠
美
子
先

生
に
よ
る
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
の
特
別
講
義
が

実
施
さ
れ
た
。
泉
先
生
の
授
業
は
、
オ
ー
ル
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
、
プ
レ
ゼ
ン
を
活
用
し
、
テ

ン
ポ
良
く
進
め
ら
れ
た
。
生
徒
は
最
初
、
や
や 

緊
張
気
味
で
あ
っ
た
が
、 

徐
々
に
慣
れ
、
声
が
出 

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
伝 

え
た
い
こ
と
が
あ
る
か 

ら
書
く
、
読
ん
で
も
ら 

い
た
い
か
ら
書
く
と
言 

う
よ
う
に
、
意
味
づ
け 

を
し
て
学
ば
せ
た
い
。
」 

と
泉
先
生
は
語
っ
た
。 

    

十
〜
十
二
日
の
間
、
登
校
指
導
が
実
施
さ
れ

た
。
本
校
生
の
ほ
と
ん
ど
は
自
転
車
通
学
で
あ

る
。
本
校
付
近
は
自
動
車
の
交
通
量
が
多
く
、

登
校
時
危
険
な
場
所
も
少
な
く
な
い
状
態
で

あ
る
。
最
終
日
の
十
二 

日
は
小
雨
の
中
Ｐ
Ｔ
Ａ 

役
員
と
本
校
全
職
員
が 

合
同
で
交
通
指
導
を
実 

施
。
交
通
事
故
の
防
止
、 

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を 

図
る
た
め
の
指
導
を
行 

っ
た
。 

  

 

 本校２階に 50 インチのモニタが３台登場した。本日の連絡や、学校 

行事のお知らせ、部活動の成績、インターネットで学べる英語番組など、 

が常に流されている。また、電気スタンドを備えた学習机も並べられ、 

生徒たちが集う「学びのスポット」が誕生した。 

平成 22年 11 月 12日第 19号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

★プログラム★ 
第１部 全体説明会 

第２部 授業・施設見学 

第３部 部活動体験 

    入試体験 



 
         

一
年
次
で
キ
ャ
リ
ヤ
教
育 

 

十
一
月
十
七
日
（
水
）
５
・
６
時
間
目
か
ら
、

一
年
次
み
ら
い(

総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
に

お
い
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
職
業
研
究
の

一
環
と
し
て
、
「
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク
仕
事
百
科
」

が
実
施
さ
れ
た
。 

 

「
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク
仕
事
百
科
」
と
は
、
様
々

な
分
野
で
社
会
の
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

社
会
人
の
方
々
を
外
部
講
師
と
し
て
、
分
科
会

形
式
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
。

一
年
次
生
各
自
が
、
将
来
の
職
業
選
択
の
た
め

に
、
興
味
の
あ
る
分
野
の
職
業
を
研
究
し
、
実

際
に
そ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
話

を
聞
く
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
に
目
標
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
。 

                       

 

十
一
月
十
九
日
（
金
）
同

窓
会
館
に
お
い
て
「
第
二
十

二
回
朗
読
会
」
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
図
書
委
員
を
中

心
に
読
書
の
好
き
な
生

徒
・
職
員
・
保
護
者
が
自
分

の
選
ん
だ
図
書
の
一
節
を

選
び
朗
読
す
る
。
図
書
委
員

が
冊
子
・
ポ
ス
タ
ー
の
製
作

や
司
会
進
行
を
行
っ
た
。
今

年
、
新
た
に
企
画
さ
れ
た
群

読
は
、
声
も
そ
ろ
っ
て
お

    

東
播
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部

は
、
県
大
会
、
近
畿
大
会
へ
出
場
。
近
畿
大
会

に
進
出
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
男
子
ダ
ブ

ル
ス
で
ベ
ス
ト
１
６
、
放
送
部
は
奨
励
賞
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
美
術
部
は
来
年
度
の
近
畿
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
品
が
決
定
し
た
。 

              

り
、
大
勢
で
読
む
こ
と
で
迫
力
が
生
ま
れ
た
。

           

  

 

11 月 18 日（木）、社会科部会の研究授業が行われた。本校の畔田教諭が電子 

黒板を使い地理Ａの公開授業。翌日は校内の学力向上プロジェクトとして、本 

校の加納教諭が世界史Ｂの公開授業。そして、特別講師として神戸女子大学教 

授の小林善文先生の特別講義が実施された。 

平成 22 年 11 月 24 日第 20 号 

兵庫県立加古川北高等学校 

＜校訓＞ 

克己自律 

質実剛健 

友愛協調 

★講師の先生方の分野★ 

 

化学系製造 化学系研究 

機械製造  建築関係 

薬剤師   看護師 

理学療法士 作業療法士 

栄養士   ホテルマン 

商社    司法書士 

小学校教諭 中高教諭 

保育士   福祉関係 

公務員   美術デザイン

第 30 回近畿高等学校総合文化祭 
放送部門 ビデオメッセージ部門 
『迷宮～北高今昔物語』 奨励賞 
第 34 回兵庫県高等学校総合文化祭 
放送文化部門 朗読小部門 
 入選 銅賞  金川彩乃（加古川中）
 入選 奨励賞 三宅晴菜（加古川中）
アナウンス小部門 
 入選     福本咲子（鹿島中） 
テレビ番組小部門 
 奨励賞 『北高 Kid's English』 

近畿高等学校バドミントン選手権大会
男子ダブルス ベスト 16 
山本（山手中）・福原（宝殿中）組 
兵庫県新人バドミントン選手権 
男子団体 準優勝 女子団体 ベスト８ 

朗読会プログラム 

１ 「道ありき」（三浦綾子） 
２ キノの旅（時雨沢恵一） 
３ 「わっしょい」（北原白秋） 
４ 星新一ショートショート（星新一） 
５ こんな美しい朝に（宇佐見百合子） 
６ この世でいちばん大事な「カネ」の話 

（西原理恵子） 
７ 「敦盛最期」（平家物語） 
８ 葉っぱのフレディ（Leo F Buscaglia） 
９ しにがみのバラッド 

（ハセガワケイイチ） 
10 サマーウォーズ（細田守） 
11 ゴールデンスランバー（伊坂幸太郎） 
12 泣ける２チャンネルⅢ（佐々木大柊） 
  ドッカンぐらぐら 
（阪神淡路大震災兵庫県下児童作品集） 

第 59 回兵庫県高等学校美術展 
特選 宮永杏菜（浜の宮中）『迷途』 
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